
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 41年 3 月 1 日 175− 49

妊娠性鉄欠乏性貧血 に 関す る研究

一 一 特に 鉄 剤投 与 の 効果に つ い て

冂本 大 学 医学 部 産 得婦人科学教室 （主 任　澤 崎 干 秋 教 授）

　　　 大 学 院 学 生 　井　　上 　　　和 　　憲

概 要 　妊 婦 が
一般 に 貧血 の 傾 向 に あ る こ と は 古 くか ら わ か つ て い た が ，そ れ は 生理 的 妊娠 貧 血，偽 貧 血，仮性

貧 血 等 と 呼 ば れ あ ま り問 題 に さ れ な か つ た ．最 近 ，妊 娠 時の 各種 代 謝過 程 が 次 第 に 明 ら か に さ れ ， 妊娠貧 血 の

主 体 が 鉄欠乏性低 色 素 性 貧 血 で あ る こ と が わ か り，同 時 に 母 性保 健 の 見 地 か ら も 妊娠 貧血 が 重 要 視 さ れ て 来

た．私 は 日大 産 婦 人科 外来を 受 診 し た 主 と し て 東 京都 城 北 地 区，埼 玉 県在 住 の 妊婦 に っ い て ，  正 常 妊婦 の

血 液 及 び 肝 機 能 所 見 ，  妊 娠 貧 血 を 来 し て い る 妊 婦 に 鉄剤 を 長 期投与 し，そ の 血 液 及 び 肝 機 能 に 及 ぼ す 影 響

に つ い て 妊 娠 3 ヵ 月 か ら10ヵ 月 ま で 4週 毎 に 追 試 し， 次 の 様 な 結 果を 得 た ，  妊 娠 に よ り妊 婦 の Hb ，　Ht ，
赤 血 球 数，血 清鉄量 は 4 ，5 ，6 ヵ 月 ま で 減 少 し，軽度の 低色素性鉄 欠 乏 性 貧 げ旺の 状態 を 呈 す る が ，程 度 の 軽
い も の は 妊娠後 半 に 初期 の 状 態 ま で 回 復す る ．  血 清 鉄 量 は 正 常 妊婦 ， 貧 lru妊婦 と も 4 ヵ 月 に

一
時増加 し 5

ヵ 月 で 再 び 減 少 し た ．  網 赤 血 球 数 は 正 常 妊婦，貧 血 妊 婦 と も妊 娠 初 期 か ら 増 加 傾 向 を 示 す が
，

正 常 妊婦 の

方 に 1 ヵ 月 7 く こ の 傾 向が 見 ら れ た．  白 血球 数 は 正 常 妊 婦 で は 9 ヵ 月 ま で 増加 傾 向 を 示 し ，貧 血 妊 婦 で は

5 ヵ 月 ま で 増加 傾 向，以 後減少 傾 向 を 示 し た が，全 体 と し て 増加 し て い る．  血 清 総 蛋 白 量 は 正 常 妊婦，貧
血 妊婦 と も に 特 別 の 差 が 見 ら れ ず，7 ヵ 月 で 最 低 値を 示 し た が

，
正 常 範 囲 で あ る．  TTT は 正 常妊婦，貧

血 妊婦 と も正 常範 囲 で ，妊 娠 経 過 に 従 い 軽 度 上 昇 傾 向 を 示 す．  血 清 総 ビ リ ル ピ ソ 量 は 正 常妊婦 ， 貧 血 妊 婦

と も正 常 範 囲 で ，妊娠 経 過 に 従 い 軽度上 昇 傾 向 を 示 す．  血 清 AIP 活 性値 は 正 常妊婦，貧血 妊婦 と も同 傾

向 を と り，7 ヵ 月 か ら 上 昇 し．10 ヵ 月 で は 約 20単 位 を示 し た ．  」亀清GOT ，　 GPT は 正 常 妊婦 ，貧 tht妊婦
と も 特別 な 所 見 は 見 ら れ な い ．  妊 娠 性 鉄 欠 乏 性 貧 血 妊婦 に オ ・ トソ サ ン 鉄 内服 錠 を 長 期 投 与 し，貧血 の 改

善 が み ら れ た が ，肝 機能 に 特 別 な 変化 が な か つ た ．

　以 上 の 所 見 か ら ， 妊 娠 に よ り鉄 欠 乏 性貧血 の 傾 向 が み られ ， 鉄 剤 が 奏 効 す る か ら，母 性保健上 ， 妊娠初期 か

ら適 切 な 鉄 剤 の 投 与 に よ つ て ，こ れ を 予 防 す る こ と が 望 ま し い ．

　　　　　　　　　1・ 緒 　　論

　健康な女性 が妊娠 した 場合でも妊娠 中に 軽度 の貧血 が

見 られるこ とは19世紀 の 中頃か らわか っ て い た．とこ ろ

が ，こ の 妊娠 に よ る貧血 の 原因 は妊娠性水 血症 であ り，

循環血漿量 の 増加 に よ っ て循環血 液中の赤血球及 び血

色素がうすめ られ ， 相対的 に 減少 した状態であ る とさ

れ ，生 理 的妊娠貧 血，為貧血 或 は 仮 性 貧血 と呼ば れ て 来

た ．しか し妊娠時の 生 理 ， 特に各種の代謝過程が 次第 に

明 らか に さ れ ， 同時 に 血液学が め ざ ま しく進歩す る と と

も に妊 娠 貧血 の 成 因 に つ い て の 検 索 が す s め られ ，
Sch−

ulteni ），　 Goldeck　 et 　 a12 ）
等 に よ る妊娠時鉄代謝の 研 究

か ら，妊娠貧血 の 発生 に は鉄欠乏がその 主体をな して い

るこ とが 明 らか に され る に至 り， 本邦に お い て も館
3｝

，

鈴木
り

， 尾河
fi）

， 志多
6 ｝

， 河方 η 等の報告が み られ る．

　人体の 含有す る鉄 分 は 約 4．5g で，そ の うち ヘ モ グ ロ

ビ ン に 約 3g ，ミ オ グ ロ ビ ン と して 約0．15　g ，肝，脾，

骨髄に約 1．2g ，．血清鉄 とし て 約 3 皿9，酵 素性 鉄 と して

若干が あ る と され て い る． 1 日排泄鉄量 は成入男子で約

11ngとい わ れ， 食物 か ら毎日 約 亅   の 鉄 が 摂取補給さ

れ ，
バ ラ ン ス が保た れ て い るが，婦人 は 月経に よ り 1回

量 21．8〜2T．7皿gの 鉄 分 を失う
9）1°） か ら， 月経周期 28 日型

の 場 合 1 日約 1m琶の 損失 とな る．従っ て男子の 約倍量の

鉄を必要 とするこ とにな る．妊娠す る と月経に よ る鉄 の

損失は な くなるが，加藤
11 ⊃

等 は胎児 に 約 400  ，胎盤 に

約 100  ， 子 宮に約50  ， 血 球量 の 増加 に約 320  ， 合

計 870mgの 鉄を必要 とす る とい い ，
　 Rath 　et　al12 ｝

は妊娠

初期 1mg！日，妊娠中期 4   1日，妊娠末．ng10−・12mgi日 の

鉄が 必要であ る とレて い る．また放射性鉄 を用い た実験

に ょ り Balfeur　et 　aliS ｝
，　Hahn 　et　alu ）

は 妊婦 の鉄 吸 収

が著明 に増加 して い る こ とを 証 明 し，妊 娠 の 進 行 と共 に

鉄需要が増大し，妊婦血 清鉄量 の低下 とな り
15）！G⊃

， 鉄欠

乏性貧血 を来す
17）LB ）tg ）

　tsの と した．こ の よ うに妊娠貧血

の 大部分は鉄欠乏性貧血 で あ り，鉄投与 に よ り治療 可 能

とさ れて い る
2°）21 ｝22｝。しか しとれ とは逆 に，鉄治療に よ

っ て も妊 娠貧」血の 予防や治療は 困難であ る との 報告もあ

る，
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　以 上 の よ うに 妊娠貧血の 主 体は 大部分鉄欠乏性 の 低色

素性貧血で あ り，そ の 治療注 と して 鉄剤投与が
一

般に 行

われて い るが，妊娠性鉄欠乏性貧血 に 対 して 鉄剤を長期

投ケ した と き の 肝機能所見に っ い て は ，
い ま だ報告を み

な い．そ こ で私 は 正常妊婦 の 血 液及 び 2 〜3 の 肝機能所

見 の 変動 と妊娠性鉄欠乏性貧 L血に 対す る 鉄剤長期投与時

の 血 液及び肝機能 に つ い て 実験 し，若干の 畑 見を 得た の

で報告す る．

　　　　　 ll・ 実験材料及び実験方 法

　 A ．実験材料

　 （a ） 正常妊婦群 ：昭 和3τ年工1月か ら39年10月までの

2 年間に 日 大産婦 人 科外来で受診 した 東京都板橋区，豊

島区 ， 練馬区，北 区及び埼玉県に 居住せ る21才 か ら 40才

ま での 妊婦 50名 を妊娠 3 ヵ 月 よ IO　10カ 月 まで 逐月検査 し

た ．

　 （b）　貧血 妊婦群 ：上記正 常妊婦群と同期間 ， 同地区

に 住居 せ る21才 か ら40才ま でで，妊娠 3，4， 5カ 月の

間 に 2 カ 月以 ．ヒ に わ た っ て 血 色素量 10．3gfdl以 下 を 示

した 初席婦 30名 ， 経産婦 15名 ， 合計 45名 の 妊婦で，既

往に腎疾患，結核性疾患，その 他特殊の 感染症 に罹患し

た もの を除き ， 同時 に 妊娠 と無関係な 血 液異 常 の あ る妊

婦を除タトし，妊娠 3 カ 月 よ り10カ 月 ま で逐月検査 し た ．

　 B ．実験方法

　 （a ）　採血 ：上 記実験材料を妊娠各 月 （4 週間毎）に

日 大 産婦 人 科外来 に て 朝食後 3時間 以 上 経 過 して か ら肘

静 1派か ら採 血 した ．

　 （b）　投与鉄剤及 び 投与方 法 ：貧血 妊婦群 に 対 して は

投与鉄剤 とし て オ ロ トン サ ン 鉄内服錠 （1錠 中12n19の

鉄を含有）を 用 い ，妊娠 5カ 月か ら食後 また は 食間 に 1

日 9 錠 3回 に分 け て 水 ， 微温 湯 に て服用 さ せ ，こ れ を 1

00日間継続 し， そ の 後は 1 日 2 錠を朝夕に 分 けて 分 娩 ま

で服用させ た ．勿論，本剤服用前 2時間及 び服用後 2 時

間 は 茶や コ
ー

ヒ
ー類の 飲用 を禁 じた．ま た ， 栄養剤，そ

の 他の 薬物 を 出来 る だ け服用 させ な い よ う に した ．

　 （c）　検査項目及 び 検査 方法

　  血 色素 量 （以 下Hb と略） は Cyanmethemoglob 」n

法
2S ，23 ）に よ る定 量法 に よ り測定 した．

　  ヘ マ トク リ ッ ト値 （以下 Ht と略）は Microhe −

matocrit 法
25 ）に よ り測定 した．

　  　赤 血 球数は 赤 血 球用 メ ラ ン ジ “
一ル 及 び BU 「ke 「

TUrk の 計算盤を用 い た，

　  　網赤 血 球数 は Pappenhelm 氏法 に ，k り測 定 した・

　  白 血 球数は 白」血球用 メ ラ ン ジ ュ
ール 及 び 計算盤 を

用い た．

　  血清総蛋白量は屈折計 （日立の 蛋自計） に よ り測

定 した．

　  血 清鉄 量は 吉 川 ・紺 野 法 に よ り測疋 した ，

　  チ モ ール 混濁試験 （以下TTT と略）

　  　fftl清総 ビ リル ビ ン 量 （以下．血．清総 ビ 量 と略）は

Ev 〔
・lyn−Malloy 法 に ょ り測 定 した ．

　  ditvaNア ル カ ：）フ オ ス フ ァ タ ーゼ 活性値 （以下 AIP

活性 値 と略）を　Kind−King 法 に kヒl　l則定 し，　
Kin9 ・

Armstrong 単位で あ らわ した ．

　  ［虚正清 トラ ン ス ア ミナ
ーせ 活性値 （GOT ，

GPT ）

は Reitman −Frankel 法 に よ り測定 した．

　　　　　　　　　皿L 　実験成績

　A ．旺常妊 婦 血L液及び肝機能所．見の 変動

　 1．血 液所見 の 変動

　 （1） Hb の 変動 （第 1図）

　妊娠 3 ヵ 月平均値11．3g ／dl（最高値14．T9 ／di，最低値

10．3g ／dl） を示 して い る が 4 ，5 ヵ 月減少傾 向を 示 し，

5 ， 6 ， 7 カ 月 10．5g 畑と妊娠経過中の 最低値 を と り，

以 後 10カ 月委 で軽度増加傾向を示 した，しか し，10カ 月

」、O．8g ！dlで あ り，3 カ 月 の 値 に ま で は 回 復 して い な い ．

第 1 図
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　 （2） Ht の 変動 （第 2 図） ： 妊 娠 3 カ 月平均値 35．4

％ を 示 した が 4 カ 月34．2，5 カ 月 34．5．
6 カ 月 で33．2％

と最低値 を とり ， 以後 7 ，8 ，9 ヵ 月 と漸増 し，10カ 月

では 35．4％ と 3 カ 月の 値 に 回復して い る．

　 （3） 赤血球数 の 変動 （第 3 図）　： 妊娠 3 カ 月 平均

値 387× 1041mm3 を示 した が． 4 ， 5 カ 月減少傾向を と

り， 6 カ 月 365× 10‘im皿
3
で最高値，以 後 丁，8 ，9 カ

月と漸増 し ，
10 カ 月 390XIO‘tmm3と 3 カ 月 よ りわずか
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第 2 図 正 常 妊婦 Ht の 変動
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第 3 図　正 常 妊婦 赤 血 球 数 の 変動
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な が ら高値を示 した．

　 （4） 網赤血 球数 の 変動 （第 4 図）； 妊娠 3 カ 月平均

値 4．0％。であ るが 4
， 5 ヵ 月と急増 し 6 ヵ 月 17．6％。と最

高値 とな り，7，8 ヵ 月と減少 傾向を 示 し，9 ，10ヵ 月

では 再 び 軽度な が ら増加傾向を 示 し，10ヵ 月15．3％・で あ

っ た．

　 （5） 白 血球数 の 変動 （第 5図）： 妊娠 ：肋 月平均値

丁833imrn ’，4 ヵ 月74T6とや 丶減 少傾 向を 示 した が 5 カ 月

8122，6 カ 月 8314と軽度増加 し，7 ヵ 月 丁6ユ2 ．
ごあ る が

7 ，8 ヵ 月に再び増 加 傾向を示 し，9 ヵ 月8759と最高恆

赴 とり ， 10 カ 月で は 7845と 3 カ 月 とぽ 貢 同値 で あ っ た ，

　 （6） 血清総蛋白量 の 変 動 （鯖 6 図）： 妊娠 3 カ 月 平

均値 7．5％ ，
4 カ 月 7．6％ で あ る が 5， 6 ヵ 月 と減 少傾

向をとり， 6 ， 7 ， 8 カ 月 7．2％ を示 し， 9 ，10ヵ 月で

tま7．4％ であ つ た，

井 　 上

第 4 図　正 常 妊婦網赤 血 球 数 の 変動
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第 6 図　正 常 妊婦 血 清総蛋 白 量 の 変 動
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第 7 図 　光 常 妊 婦 血 清 鉄 量 の 変 動
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纛纛霧嘱
　 （7） 血清鉄量 の 変動 （第 7 図）： 妊娠 3ヵ 月平均値

102γ畑であ るが 4 ヵ 月では 110 γ齟 と
一
時増加 し，

5

カ 月96γ ノdlと最低値を示 し，以後漸増 し10ヵ 月 113　7 　idl

とな り 3 カ 月 よ り11γ 畑高値 を 示 した．

　 2．肝機能所見の 変動

　 （1） TTT の 変動 （第 8 図）　：妊娠 3 ヵ 月平均 恆

4．0単位を示す が， 4 ヵ 月 3．5 と低下 し 5 ヵ 月 4．0 と．L

昇す る．以 後 6 カ 月 3．8
，

7 ヵ 月 3．4，8 ヵ 月 3．7，9

ヵ 月 3．3，10カ 月 3．4単位 と減少傾向を示 した ，

　 （2） 血 清総 ビ 量の 変動 （第 9 図） ：妊 娠 3 カ H平均

値   ．52mg 畑 ，
4 ヵ 月で は O．44　mg 畑 と減 少 す るが 5 ヵ 月

0．52　ng／dlとな り， 6 ヵ 月では再び減少 して 0．43  畑 と

最低値をとり，以後妊娠経過と共 に漸増傾向を示 し ， 10

カ 月で は 0．52   姻 と 3ヵ 月と同値であ る．

　 （3）　血清 AIP 活性値の 変動 （第10図） ：妊娠 3 カ
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第11図　正 常 妊婦、血清 GOT 活 性 値 の 変 動
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月平均値 3，6単位， 4 ヵ 月 4．2， 5 ヵ 月 5．4であ る が 6

カ 月 4．3とわ ずか なが ら減少 し，以後 7 ， 8 ，9 ヵ 月 と

急増 し10カ 月 では 2D．5単位 と極め て 高い 値を示 した．

　 （4） 血 清 GOT 活性 値 の 変動 （第U 図） ：妊娠 3 ヵ

月平均値 23．5単位 ，
4 カ 月22．5， 5カ 月21．7と妊娠前半

期は軽度 な が ら減少傾向を 示 し ， 6 カ 月24．7， 7 カ 月

23．5， 8 ヵ 月23．2，9 カ 月 23．5，10ヵ 月25。0単位 と妊娠

中期及び後期に軽度な が ら増加傾向を示 した が 特別 な 変

動 を 示 さ な か つ た．

第 12図 　正 常 妊 婦 血 清GPT 活性値 の 変 動

単
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　 （5）　血清 GPT 活性値の変動 （第 ユ2図） ：妊娠 3 カ

月平均値 22．1単位 ，
4 カ 月22．5，　 5 ヵ 月21．7，　 6 ヵ 月

22。7， T ヵ 月22．4， 8 カ 月 23．1， 9 ヵ 月 22．9，10 ヵ 月

22．5単位で妊娠後期にな りわずか の 増 加 傾向を 示す が，

ほ とん ど変動 を見 な か っ た ．

　B ．妊娠性鉄欠乏性貧 血 に 対す る鉄 剤 投 与 の 効 果

　1 ．血 液所冕．

　 （1）．Hb （第13図） ：初産婦，経産婦 と もに 4 ヵ 月

で 最低値を示 し，平均値は 9。6g 姐 と な り，5 カ 月 9．T，

6カ 月 9。8とほ とん ど変動が み られ ず横ぽい状態であ

正
鉄

第13図　 血 色 素 量

　
轟

る が，鉄剤投与 に よ り 7 カ 月10．2， 8 ヵ 月 10．5， 9 ヵ 月

10．9， 10 カ 月1】．．8　9　／dlと著明な Hb の 増加 が みられ ，

最低値を示 した 4 カ 月との 差は 2．2g メd1であっ た．また

妊 娠各月に お け る初産婦 と 経簾婦の Hb を 比 較す る と

常 に経産婦 の 方が 初産婦 よ り O．2〜 0．6g ！d砥 値 を示 し

た．正常妊婦と貧血妊婦 を平均値で比較すると， 4 ヵ 月

で約 1．09r’dlの 差が あ り，ftJlilre婦群では 鉄剤投与 に よ

り漸次 Hb が増加 し．
9 ヵ 月で両者 ｝gr　S

’
同値とな り，

10

ヵ 月ではむ しろ鉄剤投与群の 方 が 約 1。Og 伺高値 を 示 し

た．

　 （2）　Ht （第 14図）　：初 ， 経産 婦 の 妊娠各 月 に お げ

る増減傾 向は 一
致 して い るが， 常 に 初産婦 に比 し経産婦

が低値を示 し， 平均値では妊娠 3カ 月34．8％，　 4 カ 月

32．8， 5 カ 月 32。T％ と漸減 レ，6 ヵ 月3L7 ％ と最低値 を

難
！

第 14図　 ヘ マ ト ク リ ッ ト値
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とつ て い る．7 ヵ 月，8 カ 月 と 比 較的急増 して ，8 ヵ 月

で は 3 ヵ 月 値 に ほ く回 復 し， そ の 後も漸増 し， 9 カ 月

34．T，10カ 月36．2％に達 した ．正常妊婦平均値と鉄剤投

与群平均値 を 比較 す る と両者 と もほ く 同傾向の 変動 を 示

し，6 ヵ 月で最低値 を とっ て い る．8 ヵ 月で34，4％ と両

者同値を示 し ， 10カ 月では わ ず か に 鉄剤投与群が高値 を

示 した．

　 （3） 赤 嘸球 数 （第 15図） ： 初産 婦 5 ヵ 月 341 ×

1041  3
， 経産婦 6ヵ 月 334×104！mma と最低値を示 し，

平均値 で は 6 ヵ 月 338× 1041mm3 で最低値 を示 した ，以

後 7，8
， 9 ヵ 月 と比較的 蓍明に 増 加が み られ ，

9 カ 月 で

は 平均値で 367× 104immS とvgr　Sh　3 カ 月の 値 と同数 と な

り，10ヵ 月 385× 10‘1rnm3と正常 に 回復 して い る．妊娠

前 半期 に お け る赤血 球減 少 傾向は 初産婦 の 方 が 急激な カ

ー
ブ を描 き ， 5 ， 6 ヵ 月は ほ とん ど変動 が な い ．経産婦

では 6 カ 月に 最低値を示 し，7 ， 8 カ 月に お い て 初産婦

との 差は約 20 × 1041mmS 低い 値を 示 した ．正 常妊婦平均

値 と鉄剤投与群平均鏡を比較す る と両 者 とも同 傾向の 変
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第15図 　赤 血 球 数 第 17図 　　白血 球 数
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動 を 示 して い る．即 ち，妊娠前半期 は滅少傾向 を と り，

6 カ 月で最低饋 を 示 し，以 後妊娠後半期は増 加 傾向を示

．
して い る．ま た1G カ 月では両者 ほ 雪同値 とな っ た ．

　 （4） 網赤血 球数 （第16図） ：初産 婦 よ りも経産婦 に

大 き な 変動が 見 られ た．即 ち経産婦では 3 ，4 カ 月 20／，o

であ るカミ5 カ 月 8 ％o ， 6 カ 月19．8％・と急増 し， 以 後漸減

｛頃向を と り， T カ 月 18．4％。，8 カ 月14．8％、， 9 カ 月15．5

e
／． ，

10 カ 月14．0％o とな っ た．初産婦では 3 カ 月 4．G％。
，

4 カ 月 5．0％。で あ るが 5 カ 月で は 13．3％o と急増 し，以後

6 ヵ 月12．0％・，　7 ヵ 月12．2％・，　8 カ 月14．2efρ，　9 ヵ 月

14。0％o，10 カ 1：112．2％o であ
’．
⊃た ．正常妊婦平均値 と鉄剤

投 与群平均値 を比較 して み る と，両 者 ほ く1司様の 傾向を

tsして い るが ，前者は 4 ，5 カ 月 と急増 Lyて い るの に 比

し鉄剤投与群 では 5
，

6 カ 月 で 急増 して お り，両 者 間 に

は 1 ヵ 月の ず れ が み られ た．

　 （5）　白血 球数 （第17図） ：初薩婦 で は 3 ヵ 月 8667

！mM
：

， 4 ヵ 月 830  であ る が 5 カ 月 で 1e600 と最高値を

と り， 6 ：ヵ 月 8809， T ヵ 月 8577，
8 カ 月 8242，　9 カ 月

8000 と減少傾向を と り，10ヵ 月 では 7140とな つ た．経

産婦で は 3 ヵ 月 TOOO，4 ＊ 月 TTOO ， 5 ヵ 月 7875，6 カ
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　 1，量産ウ兮7．7　　了．8　　Z7　　冗3　　ア2　　Z4　　7E　　74

月 8500と‡曽削 用頃1句右：と り，　7 ヵ 月 740eと や s 減 少 し 8

ヵ 月 8900 ｝
：最高fr自を と り ， 9 ヵ 月 6400，

ユ0カ 月 丁150と

減 少傾向 を と つ た．正常妊婦平均値 と鉄剤投．与群平均値

で 両 者 を 比 較 して み る と，両者 と も変動 が 著 し く
一・・

定の

傾向は 見 られ な い ．

　 （6） 血清蛋 自 量 （第工8図） ：初産婦 よ りも経産婦 に

お い て 変動 が 大 き か っ た．経 産婦 で は 3 ヵ 月 丁．τ％，

4 カ 月 7．8％と最高値を示 し ， そ の 後 5 ヵ 月 7．7，6 カ

月 7．3％ と減少傾向を示 し，τカ 月 7．2％ と最低値をと

り，8 ヵ 月 7．4，9 ヵ 月 7．5％ と軽 度i曽加傾 1韋1を 示 し，

10 カ 月 7．4％ と二な
一．・た．　 初牽婦 ごは 3 ：ヵ 月 丁．6，　 4 ，

5 ヵ 月 7。5， 6 ヵ 月 7．4％ と減 少 値向差示 し，7 力 弓

7．3％ と最低値 を と り，そ の 後 8 ，9 ヵ 月 丁．5，1｛肋 月

7．6％ と増
Ilr　L た ．正常妊婦平均値 と鉄 剤 投 与群平均幅

を 比 較 す る と，両 者 と も 6 ，7 ヵ 月で 最低値 を 示すが ，

妊娠 各 月 と も 正常 範囲 内 で の 変動 で あ る ．

　 （T） げ匠満鉄 量（第19図）： 3 ヵ 月で初産婦 85．0 γidl，

経産婦 76 ．Oγ idl， 4 カ 月 で 初産婦 ｛3．1， 経 産 婦 85。0

と 3 ヵ 月 に 比 し て や 」 増 加 した （平均値で 9 γ　，idlの 増

加）．妊娠経過 に お け る最低値 は 経産婦 で は 5 カ 月，初産

婦では 6 ， 7 ヵ 月に み られ，鉄剤投与に よ り連や か に増
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加傾向を 示 し，／0カ 月で は初，経産婦 と もぽ 愛同値 とな

り， 平均 値 で 123．1γ 烈 を示 した ．【E常 妊 婦 平均 値 と鉄

剤投 与群 平均値 を 比 較 して み る と両者 と も 4 カ 月で や K

増加 して お り，5 ヵ 月で最低値 を と り，以後堵
1

加傾向 を

示 し，8 カ 月でほ 玄 同値 とな り，10カ 月 では わ ず か に 後

者 が約 10γ idl高値 を 示 した ．

　 2 。肝機能所 鬼

　 （1） TTT （第20図） 13 カ 月 4．2単位，　 4 カ 月

3．7単位 と減 少 レ，5 ， 6 ヵ 月 と わ ず か に増加傾向を 示

した が ， 以後減少傾向を示 し ，
10ヵ 月 3．4単位であ る．

正常妊婦平均値 とほ く阿様の 経過 を 示 し ， 全体 と して 妊

娠 の 進 む に 従っ て 軽 度減 少 傾 向を示 す ．

　 （2）　血清総 ビ 量 （第21図）　：正常妊婦 に 対 し鉄剤投
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正常埀壬妻帯22．？　22，5　2∫．7　22．7　22．4　1・，3，［　；／2Fl　225
鎌蜀1弉齋瓣 2i．4　21．52L2　2i．522．！　21、r　2つ7　ア2 〔：1

与群 では 妊娠初期 に 低値を 示 し ，
3 カ 月0，47mg畑，4 カ

月O．42， 5 カ 月0．44であ るが，妊娠後半期 に 増加傾向 を

示 し・10 カ 月0．63mg！dlを 示 した ．

　 （3）　府清 AIP 活 性 値 （第 22図） ：正 常 妊 婦 とほ ぼ

同様の 経過を とっ て い る，3 カ 月 3．2単位 ， 4 ヵ 月 4．0

5 ヵ 月 4、2， 6 カ 月 4．8，T カ 月 5．9と極 め て 軽度 の 増

加であ るが，8 ，9 ，
10 ヵ 月 と急 激に 増加 し，工  カ 月 で

は 19．2単位を示 した．

　 （4） ．血 清GOT 活性値 （第23図） ：3 ヵ 月27．8，6
カ 月23．5単位 と軽度減少傾向をとり，以後 9 カ 月ま で横

ば い 状態であ る が ，
10 カ 月 で2T．Oと軽 度増加し， 3カ 月

とほ 竍司値 とな っ た ．

　 （5）　血清 GPT 活性値 （第24図） ： 3 カ 月 21．4単
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位，　4 ヵ 月2ユ．5，　5ヵ 月21．2，　 6カ 月 21。5， 　7 カ 月 で

22．1と軽度増力llし ， 以後 8 カ 月21．1，　9 カ 月20．7と軽度

減 少す る が］0カ 月で は 22．0を 示 し，JE常 妊 婦 との 間 に 特

別な 差 は 見 られず ， 妊娠経過 に よ る変動も際 とんど兄ら

れ な か っ た．

　　　　　　　 1V ・ 総括及 び考按

　妊娠す る と妊婦 に軽い 貧血 傾向が み られ る事実は 古 く

か ら知 られ て お り，特別な 自覚症状が な い こ とが 多い な

ど か ら生 理的な も の で あ る と考え られて 来た ．レか し，

妊娠時の各種代謝，殊 に鉄代謝過程の 解明 とiml夜学の 進

歩 とに よっ て，妊娠貧 血の 主体は 鉄欠乏性 貧血 であ る こ

と が わか っ た ．

　正常妊婦にお ける 妊娠各月の Hb
，
　Ht ，赤 並戯 数， 1fiL

清鉄量 に ワ い て は Dieckmann ＆ Wegner26〕， Damachij
P・7），Holly2e〕，Rath　 et　al12 ），志 多

o 〕
，
　 Ll浴

2q
）等 は 妊娠後

半 に減少傾向を 示すと し， 7it　es！o）　
”Yi；は Hb ，　Llt，赤 ［虹球

数 は 5 ヵ 月 か ら有意 な減少傾 向 を示 し，Hb は 妊 娠末期

ま で減少す るが， 赤血 球数 の 最低値 を示 す の は 7 カ 月

で，そ れ以 後 は や 丶 同復，Ht は Hb と赤 亅血球数 の 中間

型 を示 し1fi⊥清鉄は 5 カ 月以 後漸減 し た と報告 して い る．

私の 実験成績で は Hb ，　Ht，赤 nilEfi数 と も 4 ヵ 月で既 に

減少傾向金 示 した．ま た Hb は 5， 6，7 カ 月 に 最低値

を示 し，以後 や 》 四復し Ht は 6 カ 月最低値 書：示 し，以

後増加傾向を と り，IO カ 月 で ぽ 3 ヵ 月 と同徹 こ ま で1r（1「復

した．赤 「薩「球数 も 4 ， 5カ 月 と減 少傾向 を と り，6 カ 月

で最低値，以 後増加1傾 向を示 し，10 カ 月では 3 カ 月よ り

わ ず か に 高い 値 を示 した．

　 血清鉄量 は HeHy2E ），木郷
鋤 等に よ る と 5 カ 月に

一

過性 の 高値 を 示 す と報告 さ れて い る が ，私 の 成績では 4

ヵ 月 に こ の 現象 が み られ森 M ”り
の 報告 と一致 して い る．

　網赤 1i1球 数の 変動 に っ い て L・ま， 森 田
ユ2〕

は 妊娠初期 に は

ぼ 丈正常値 を 示 すが， 5 カ 月以降 は 頃1色素 量 の 如何 に か

か わ らず ，明 ら か に増 加 な い し増加の 傾 向を 示 レた と報

告 して お り，私の 成績毛 ほ 玄 同様であ る が，4 ，5 カ 月

で も著しい 増 加 を認め た．

　白 1立［球数 の 妊娠時 に 増多す る tt とは 既 に
一

般に 認 め ら

れ て い る事実である が，妊娠 月数との 関係に っ い て の 成

績は ま ち ま ち であ る．森 照 鋤 等に よ る と妊娠初期 に は 正

常値を 示 すもの が大多数例であ る が，4 ヵ 月以後増多を

示 すもの が 数 を増 し ， 8000を超 え る もの が 中期 で 47％ ，

後期 50％ に 達 す る が ，
10000を 超 え る も の は r！・期 に 多

く，　平均値では 6 カ 月が 最高値を示 し，　妊娠全経過中

4000未満 の もの はみられ な か っ た と云 う．私 の 白血 球数

に 関す る実験成績は 森 田
SS ，らの報告とほ 爻一致す るが ，

最高値を示 した の は 9ヵ 月で あ っ た ．結局 ， 妊娠に よっ

て 白」血球の 生 成障 嵜 は 見 られ ず ， む しろ妊 娠 中期 ， 後期

に は生成が亢進 さ れ て い る が ， そ の原因 と して は 妊娠 に

よ る 各種物質代謝 の 亢進，児 と 母体の 特殊 な代謝の 結果

生 じる或 る種 の 代謝塵物 に 対す る 母体の 生 体防 禦反応，

各種ホ ル モ ン
， 特 に卵胞ホ ル モ ン 等の 影響が考 え られ て

い る．

　」斛 青蛋 白の 変 動 に 関 し 澤崎
34 ）．福井

35 ），金
一7・3G），河

方
鋤

， 錨倉
陶

， 大橋
鋤

， 溝口
4°），河野

“ ）
は妊娠す る と

単位容積内の 血 清総蛋白量 は軽度減少 し ， 特に ア ル ブ ミ

ン の 減少が 強 く，こ れ に対して グ ロ ブ リン ，殊に α ，β
一グ

rlブ リン は増加す る と報告して い る．澤崎
S4 ）

， 福井
35 ＞，

Dieckmann ＆ “
「
egner

，26 ），石川
42 〕，古谷

29 ），本郷
3D ） 等

』

に よ る とこ の 血清蛋白の 減少は 妊娠 7 ，8 カ 月 で軽度に

認 め られ る と云 われ て い るが ，私 の 成績でも妊娠 中期 即

ち 6 ， T ， 8 カ 月で τ．2％ と最低値を示 した．

　［E常妊婦 の 肝機能は妊娠 中毒症時の 肝機能 と比較され

塚本
4
鴨 久保

4‘），船橋
45 ），

幽
濮 辺

46 ），飯山
4T ），星

dS ），岡本
49 ）

等に よ れ ば 正常妊好で も卓釜度障害が 認 め られ る か，ほ と

ん ど 「｝三常 で あ る と報告 さ れて い る．澤［II奇
5 °〕は 妊娠 と肝 障

害に関 し，妊娠時肝 は 代謝の場として複雑な機能蓬営ん

で い る が，現行 の 機能倹 査 法の 結果では肝障害が認 め ら

れ，特 に 妊 娠中 1蹂症 に著しい とし ， 妊娠時 の 肝 に行 っ た

検査 法の もつ 意義に つ い て 検討 し，妊娠時肝障害を理解

す る た め に Ho．fbauerの 妊娠肝，　 Seitz の 妊娠性変調な

る概念を 考え な が ら ， 肝 を 独立 臓器 と して 考 え ず妊娠時

の代謝機序に あず か る
一
臓器 として ， 生体全俸との 関連

に お い て みな け ればな らない とし，肝障害の様式は蛋白

代謝，ア ミ ノ酸代謝 と深 い 関連性 が あ る と提唱，胎盤物

質をそ の 原因 と考え て い る．

血 清膠質反応に 関す る検査法 の ヰ1でチ モ ール 混濁反応

の 本態は まだ 十 分 明 らか では な い よ うであ るが ，

．一
般に

は β，7 グ VT ブ リン 分画 と血清 中の 脂質に関係が あ る とい

わ れ て い る．正 常妊娠 の 場合でもTTT が 正 常値 4 単位

以 上 を示 す もの が 比較的 多 く見 られ，平均 値 で や っ と正

常値 の 上限近 くを経過 し，妊娠後半に向う て軽度 の 減少

傾向を 示 して い る．こ の こ とは前述の β グ ロ ブ リン の 増

加 して い る 所見 と考 え合 せ れ ば 容易に納得出来 よ う．

　胆汁は肝で産生 され ， 主 成分 は胆汁色素，胆汁酸及び

リポ イ ド （主 と して コ レ ス テ リ ン ）で あ り ，
こ れらの 物

質の 生成，排出機能の 検 査 ， 特 に ビ リル ビ ン 及 び尿 ウ P

ビ リン 体 の 検査 は重 要 な肝 機能検査であ る．妊娠時 ビ リ
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ル ビ ン 代謝に関す る研究の 多 くは妊娠 中毒症時 と比較報

告 さ れて い る．正 常妊娠時血 清総 ビ リル ビ ン 量 は 正 常値

　（0．2〜 0．8mg！dl） よ り軽度増 量する例 もみ られたが ，

平均値 で は 堂 に ρ．5　mg／dl内夕トの 正常範囲内を経過 した．

　 生 体 の各鍾新 陳代謝 が 円滑 に行 わ れ るた め に は 酵素 の

触媒作用が大き く関与 して い るこ とは論 をま たない ．ま

た 一般に代謝過程 が亢進 して い る ときは酵素活性が当然

亢 進 して い る．妊 娠時は 母体 の 代謝過程は 著 し く亢進 し

て お り，同 時 に 酵素活性 の ．．ヒ昇も当然考えられ る
s1 ）．エ

ネル ギー源と して の 含水炭素の 燐酸）
’： ス テ ル 化や

一般の

燐 酸 塩 の 形成 に必要 な Phosphatase は Osl．eoblast に ょ

り生成 さ れ．胆汁 を介 して 肝 か ら排泄 され る が ，
こ の う

ち 1血清 AIP に つ い て Meranze52 ），Bedanskys3），Yellow

Spr三ng54 ）
， 等は妊娠月数 と 共に 上昇 し， 特 に 妊 娠 後 半期

は 著 し く上 昇 し10カ 月
’
で最高値 を 示 す と報告 し，Abder ・

．haldenfid
「
） も妊娠時 の 血 清 AIP の 増加を認 め，そ の 原

因 を胎生期の 骨発育 との 関連 の うえ か ら胎盤 に 山来す る

もの で あ ろ う として い る ．足立
5の に よ れば 正 常妊娠 にお

け る絨毛及 び胎盤 の AIP 活性値は 6 カ 月か ら著明 に上

昇 し， 10ヵ 月で最高値を示 した と云 い ，私 の 成績では 正

常妊婦」血清 Al？ 活性値 は 妊娠前半は 正常値であ る が，

　T カ 月 7．0， 8 カ 月 10．6， 9 カ 月 12．9，10ヵ 月 20．5単

位 と後半に 著 し く上 昇 した ．こ の こ とは 前記足 立 の 胎 盤

に お け る 6 ヵ 月 か らの ．上昇との 関係に お い て興味 あ る 所

見であ る．

　　ア ミ ノ 酸と α
一

ク
’
卜酸 との 問 の ア ミ ノ 基転移反 応を 司

　ど る酵 素 を トラ ン ス ァ ミナ ーゼ （以 下 TA と略）と総称

す る．妊婦 の 血 清 TA に っ い て 坂元
5η ，足高

55 ♪
らは妊娠

全経過 を通じて ぼ く正常範囲内の 変動に とどま つ て い る

と報告 し，牛島
59 ）は 健 康非 妊 婦 55例 ， 正 常 妊婦 53 例，妊

娠 中毒症 を含 む異常妊婦 23例に つ い て測定 し， 何ら膝床

症状 を呈 さない 妊婦 の 血清 TA は健康非妊婦の それ と何

　ら差異 が な く，正 常範 囲 で あ り ， 妊娠全経過中有意 な変

動 が な か っ た と報告 して い る．私 の 成績も全 く同様の結

　果を示 した．

　　以．．ヒ正 常妊婦 の 血液及 び 肝機能所見に っ い て 諸家 の 報

告 と比較検討 して 来 た が，妊娠 に よ り貧血 傾向の あ るこ

　とは 事実で，妊娠貧血 の 大部分 は 低色素性鉄欠乏貧血 で

　あ る と云 え る．

　　妊娠性鉄欠乏牲貧血 の 治療法は一般に 鉄剤 の 投与 に よ

　り， そ の 治療効果 に っ い て は Lundte ）
，
Davis　 et　 alm ）

｝

Hood 　et 　a122 ，

， 本郷鋤 等多 くの報告 が み られ る．私 は

II．A ．の 貧血 性妊婦群に相当す る妊娠性鉄欠乏性貧1血妊

婦に対 し ， オ ロ トン サ ン 鉄内服錠 を妊娠 5 カ 月よ り 1H

9 錠，100日 間，次い で分娩 ま で 1 日 2錠 を 投与 した場

合 の 血 液及 び 肝機能所見の 変動をみ た が ，
Hb ，　Ht ，赤 i血

球数，網赤 」nl球数，．血清鉄量，血 清 ビ量，1血清総蛋 白量

は 妊娠ユ0ヵ 月 で正 常妊婦 ま た は 妊娠 3 ヵ 月の 値 よ りす べ

て 高値を示 しIE常値に回復 した．こ の こ とは，すで に 妊

娠性鉄欠乏性貧血 に 陥 っ た場合でも非常な治療効果の あ

る こ とを 証 明 し，従 っ て も う少 し妊娠 の 初期 か ら鉄剤投

与を行えば ，こ の 貧血 の 予防 に役立 っ であろうと思われ

る，また私は 内服鉄量を 1 日 108  としたが，こ れは3丁

年結成 さ れ た 妊 婦貧．血 研 究会で規定 した 投与方 法 に 従つ

て実験 した の であ つ て ，
こ の 程度の 量では 副作用と思わ

れ る症状 は ぼ と ん ど 見 られな か っ た ．

　 妊娠貧血 時の 肝機能や 鉄剤 投与時の 肝機能 に っ い ての

報告 は ほ と ん ど見 られ な い ．そ こ で私は 妊娠時珀晴 蛋白

分画 に 於 て ア ル プ ミ ン 減 少 ，
α ，β グ ロ ブ リン の 増加す る

こ と よ り TTT を 検ぺ た が，正 常妊 好 と源 とん ど同様 の

結果 を得 た．ま た血 清酵素活性値を血 清 AIP
， 血 清 GO

T ， GPT に つ い て検査 した が，鉄剤投与に よつ て こ れ

ら 酵素活性値に 特別 な 変化 を 認 め な か っ た．

　　　　　　　　　 V ・ 結　　論

　 昭和37年1ユ月か ら39年10月ま での 2 年間 に 日大席婦人

科外来 を 受診 した 正常妊婦50名 ， 妊娠性鉄欠乏性貧Ltll妊

婦 45名 （5 カ 月 よ り鉄剤投与） に っ い て，妊娠 3 ヵ 月か

ら10カ 月 ま．で 4週毎 に 亅艫夜及 び肝機能検査を実施 し次の

様な 結 果 を得た ．

　　（ユ）妊娠 に よ つ て妊婦 の Hb
，
　Ht

， 赤血 球数 ， 血 清

鉄還 は ，
4

，
5

， 6 ヵ 月 ま で減少 し ， 軽度の 低色素性鉄

欠乏性貧血の 状態 を 示 す が，減少程度 の 軽い もの は 妊娠

後半に 妊娠初期 の 状態 ま で回復す る．

　　（2）diL清鉄量 は 正 常妊婦，貧血 妊婦とも 4 ヵ 月に
一

陦増加 し 5 ヵ 月で再び減少 した ．

　　（3）網赤 血 球数 は 正 常妊婦，貧血 妊婦 とも妊娠初期

か ら増加傾向を示 す が ． 正 常妊婦 の 方が 1カ 月早 くこ の

傾 向が見 られ た．

　　（4 ）白血球数は 正常妊婦 で は 9 カ 月 ま で増加傾向を

示 レ， 貧血妊婦では 5 カ 月まで増加傾向， 以後減少傾向

を示 したが全体 と して増加 して い る．

　　（5）血 濡総蛋 白量は止常妊婦，貧血妊婦両者に特別

な差 が見 られず 7 カ 月 で最低値 を 示 した が 正 常範囲で あ

る．

　　（6） TTT は 正 常妊婦，貧血 妊婦とも正 常範囲で ，

妊娠経過 に従い 軽度下 降傾向を示す．
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　 （T）Iru．清総ビ量 は 正 常妊婦，貧血妊婦 と も正常範囲

で妊娠経過 に従い 軽度上 昇傾向を 示 す ．

　 （8 ） 血 清 AIP 活 性 値 は 正 常妊婦 ， 貧前斑 婦 とも同

填向をと り，7 ヵ 月か ら上 昇し10 カ 月では 約鉛 単位 を 示

した．

　 （9） J血清 GOT ，　 GPT は 正常妊婦 ， 貧血妊婦と煮

特別 な 所見は 見 られ な い ．

　 （10）妊娠性 鉄欠乏性貧 1i廴妊 婦 に オ ロ トン サ ン 鉄 内服

錠 を長期 投 与 し，貧亅血の 改善が み られ，しか も肝機能に

特 男瞳な変 イ匕力tな 力丶つ た ，

　 （11）妊娠 に よ り多 くは 軽度 鉄欠乏性貧 血の 傾向が み

られ る か ら，母性保健一J：，妊娠初期 か ら適当な 鉄剤の 投

tJ”に よ つ て こ れを ア防す る こ とが 望 ま しい ．

　 （本 論 文 の 要 旨は 第 31回 日産 婦 学 会関東連合 地 方 部会

及 び 第 1 ，2 園 妊 婦 貧 lllL研 究 会 に て 発 表 し た ．）

　稿 を 終 る に 臨 み ， 終 始 ， 御i懇 篤 な る御指導 な ら び に 御

校閲 を 賜 つ た 恩師澤崎教 授 に 心 か ら感謝 い た し ま す．ま

た r 御 助 言 を 賜 っ た 福 井 助 教 授 に 謝 意 を 表 し ，柳 沢 講

師，田 中講 師，広 瀬 博 士 は じ め 研 究 に 御 協力 下 さ っ た 教

室諸 兄 に 深謝 い た し ま す ．
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